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困ったとさは 22 


お買い上げいたださまして、ありびとラござい 
よ 9 〇 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みい 
たださ、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる所に 
保証書、オンキヨーご相談窓口 -修 I 里窓口のご 
案内ととちに大切にイ呆管してください。 


その他 23 




主な巧長 


■さまざまな組み合わせび可能な単品設計 一 

■オンキヨー独自開発のデジタルアンプ技術 、 rVL DigitalJ を搭載したステレオデジタルアンプ 
■ 他のプリアンプと接続し、パワーアンプとしても使える MAIN IN 機能 
■重低音、低音、高音を調整できるトーンコント□ール 
■オンキヨー製他機器ち操作可能なシステムリモコン付属 
■ バナナプラグ対応大型スピーカー端子装備 


付属品 

ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめください。 

() 内の数字は数量を表しています。 

♦リモコン ( RC - 目1 4 S ) …… (1) ♦取扱説明書……… .... (本書1 ) 

♦乾電池(単云お、 R 6) ….… (2) ♦保証書 .(1) 

♦オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案の…… (1) 



カタ□グおよび包装箱などに表示されている型るの最後にあるアルフアベットは、製品の色を表ず記号でず。 
色は異なっても操作方法は同じでず。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽わ、時間と場所によっては気になるちのです。 

隣0近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのも 
一つの 方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 
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才ーデイオ機器の正しい使いかた 


オーディオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 


/給表示について 

I この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
I 財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意 D まは次のよラになっていま 
I す。内容をよく理解してか5本でをお読みください。 



A 警告 
A 注意 


この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定 
される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性び想定される内容 
および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A 


A 記号はま意(警告を含む)を促す内容びあ 
ることを告げるものです。図の中に具体的 
なを意内容(左図の場含は感電を意)び描か 
れています。 

S) 記号は禁止の行為であることを告げるち 
のです。図の中や近傍に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止)び描かれています。 


〇 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容(左上図の 
場をは電源プラグをコンセントか5抜いて 
<ださい)び描かれています。 


A 警告 


■ 故障したままの使巧はしない 


么を 

電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 


♦万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使巧すると、火災•感電 
の原因とな0ます。すぐに本機の電源スイッチを切0、電源プラグをコンセントか5抜いて 
ください。 

煙げ出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 



♦本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。内部には電圧の高い部分びあり、感 
電の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売ちに依頼してください。 

♦本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因となります。 


■ 10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


♦本機を使用できるのは日本国内のみです。 

♦表示された電源電圧（交流1日0ボルト）かの電圧や舱舶などの直流 （DC) 電源には絶巧 
に接続しないで<ださい。火災-感電の原因とな0ます。 


■ 放熱を巧ばない 

0 


♦本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこち0、火災の原因と 
な0ます。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてあります。 
次の点に気をつけてご使巧ください。 

•本機を逆さまや横倒しにして使巧しないでくださし、。 

• 本機を、専用ラック1;(がの巧し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使巧しなし、 
で < ださし、。 

•テーブルク n スをかけたり、じゅラたん、ふとんの上に置いて使巧しないで<ださし、。 

•本機を設置する場合は、壁か51日 cm し: LL の間隔をおいて<ださい。また、放熱をよくする 
ために、他の機器との間は、かし離して置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器 
の天画か520 cml； (上、背面から1日 cm し: LL のすきまをあけてくださし、。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


■ 水のかかるところに置かない- 

参風呂場では使用しないでください。火巧-感電の原因となります。 

水場での 
使巧禁止 

0 水姑れ♦本機は屋内専巧に設計されています。城らさないようにごま意ください。巧部に水び入る 
と、乂災•感電の原因となります。 



■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やかさな金属物を 
置かないでください。中に入った場合、火災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦本機の通風孔などか5金属類や燃えやすいちのを差し込んだ0、落とし込んだりしないでく 
ださい。火災•感電の原因とな0ます。特にお子様のいるご家庭ではごミ主意ください。 


■ 中に水や異物が入った！5 


么魚 

電源プラグをコンセント 
から巧いてくだごい 


♦万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源プラグをコンセントか5抜 
いて販売店にご連絡ください。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない- 

♦電源コードび傷んだ5 (芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災-感電の原因となります。 

♦電源コードの上に重いちのをのせた0、コードが本機の下敷にな5ないよラにしてくださ 
し、コードに傷びついて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うこと 
によ0、それに気付かず、重い物をのせてしまラことがあ0ますのでごミ主意ください。 
♦電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に®げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
した0しないでください。コードび破損して、火災•感電の原因となります。 


A 

0 


■ 電源コンセントには才ーデイオ機器に1外接続しない 


0 


♦本機の電源コンセントはオーディオ機器専用です。表おされた定格政内でご使用くださし、。 
表示された定格の機器やへヤードライヤー、電気こたつなどの電熱器具、オーブン•レ 
ンジなどの調理器具は絶対に接続しないでください。火災-感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


么爲 

電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


♦万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場合には、そのまま使用しな 
いでください。乂災•感電の原因となりまず。電源プラグをコンセントか5抜さ、必ず販売 
店にご相談ください。 


■ 雷が鳴りだした日機器に触れない 



参雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 


■ 乾電池を巧電しない 


0 


♦乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれによ0、火災、けがの原因とな0ま 
す。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


A 汪局 


■ 設置上のま意 

0 


♦強度の足りない台やぐ5ついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでくださ 
し、落ちたり倒れたりして、けがの原因となることがあ0ます。 

♦本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでください。倒れた0落下して、け 
びの原因となることびあります。 

♦本機の上に1日 k 畳！; LL の重い物や外枠からはみ出るよラな大きなちのを置かないでくださ 
し、バランスびくずれて倒れたり落下して、けがの原因となることびあります。 


■ 次のよラな場所に置かない 


Q 


♦調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置かないでください。火災•感 
電の原因となることびあります。 

♦湿気やほこ0のをい場所に置かないで<ださい。火災-感電の原因となることげあります。 


■ 接続について 

A 


♦本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよ<読み、電源スイッチを切0、説明に従って接続して<ださい。また接続は指定の 
コードを使用してください。指定(かのコードを使用したりコードを延長した0すると、発 
熱し、やけどの原因となることがあ0ます。 


■ 使用上の注意 

0 


♦電源を入れる前に音量（ボリューム）にま意して<ださい。過大入力でスピーカーを破損し 
た0、突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあります。 

♦長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。アンプ、スピーカー等び発熱し、火災の原因 
となることがあ0ます。 

♦ヘッドホンをご使巧になるときは、音量を上げすぎないようにごを意ください。耳を刺激す 
るよラな大きな音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い影響をちえることびあります。 

♦本機に乗ったり、ぶ5下げったりしないでください。特にお子様にはご注意ください。倒れ 
た0、こわれた0して、けびの原因となることびあります。 

♦キャッシュカード、フ n ッピーディスクなど、磁気を利巧した製品を近づけないでくださ 
し、磁気の影響で製品げ使えなくなったり、データが消失することびあります。 


■ 電源コード、電源、プラグの注意 


0 


♦電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶けて、火災•感電の原因と 
なることびあります。 

♦说れた手で電源プラグを抜さ差ししないで<ださい。感電の原因となることがあります。 
♦電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張5ないでください。コードが傷つき、火災- 
感電の原因となることげあります。必ずプラグを持って巧いて<ださし、。 

♦電源コードを束ねた状態で使巧しないでください。発熱し、火災の原因となることがありま 
す。 


魚 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦旅行などで長期間、本機をご使巧にな5ないとさは、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください。火災の原因となることびあります。 

♦移動させる場含は、必ず電源プラグをコンセントか5抜を、機器間の接続コードなど外部の 
接続コードを外してか5巧ってください。コードが傷つき、乂災•感電の原因となることび 
お0ます。 


■ 電池について 

A 


♦電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス十とマイナスーの向を）にを意し、表示 
通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液われによ0、火災、けびや周囲をミち損す 
る原因となることがあ0ます。 


0 


♦指定政がの電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池を湿ぜて使巧しなし、 
でください。電池の破裂、液ちれによ0火災、けびや周囲の巧損の原因となることがあ0ま 
す。 

♦電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでください。電池の破裂、液われ 
により、火災、けがの原因となることがあ0ます。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


■ スピーカーコードについて 


0 


♦スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでくださ 
し、火災•感電の原因となることびあります。 


■ 点検-工事について 




♦お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントか5抜いて行ってください。感電の原 
因となることがあ0ます。 


電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


A 


♦使用環境にわよりますげ、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧めします。をよ0の販売 
店にご相談ください。 

本磯の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることび 
あります。特に湿気のをくなる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費 
巧等についても販売店にご相談ください。 

♦電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を起こずことび知5れていま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 


♦シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装びはげた0変 
おすることびあります。 



♦表面のミちれは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞って拭き取ったあと、乾いた巧で 
拭いてください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書さなどをお読みください。 





① STANDBY インジケーター〔18〕 

スタンバイ状態のときに赤く点なします。 

③ STANDBY / ON ボタン〔18〕 

電源のスタンバイ/オンを切り換えます。 

⑤リモコン受光部〔11〕 

リモコンがらの信号を受信します。 

® INPUT インジケーター〔19〕 

選ばれている機器のインジケーターび点灯します。 

PC インジケーターは、媛面ノてネ J レの PROCESSOR/ 
PC 切換スイッチの位置によって色び変わ0ます。 
スイッチについては、次ページをご賣ください。 

緑：スイッチび 「PC」 側 
オレンジ： スイッチび 「PR 日 CESS 日 R 」 側 
消丹： スイッチび 「PROCESSOR」 側で、 

ダイレクト機能び「オン」になっている 

感 V 日 LUME つまみ〔19〕 

音量を調整します。 

(6) D 旧 ECT ボタンとインジケーター[20〕 

音質調整の効果を使わず、ピュアな音で再生します。 
ダイレクト機能を使っているとさは、インジケーターび 
点灯します。 

③ POWER スイッチ〔18] 

本機の主電源を入/切します。 

主電源び入ると STANDB 丫インジケーターび点灯しま 
す。 


感 PHONESS ? 〔19〕 

ミニ プラグの ステレオへツ ドホンを接続する端子です。 

感 SUPER BASS つまみ〔20〕 

重低音の音量を調節します。 

® BASS つまみに〇〕 

低音の音量を調節します。 

⑩ TREBLE つまみ〔20〕 

高音の音量を調節します。 

@ MUTING ボタン〔19〕 

一時的に音量をルさくします。 

S ユーティング中は、ボ U ユームインジケーターげ点滅 
します。 

@ MAIN IN ボタンとインジケーター〔21〕 

プ U アンプを接続し、本機をパワーアンプとして使巧す 
るときに使います。3秒じしけ甲してインジケーターび点 
なすると、 MAIN IN 機能び働をます。 

@ INPUT つまみ〔19〕 

再生する機器を選びます。 
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① CD 端モ 

オーディオ用ピンコードを使って、 CD プレーヤーの音 
声出力端テと接続します。 

⑤ LINE 端テ 

オーディオ用ピンコードを使って、テレビやフオノイコ 
ライヴー内蔵のレコードプレーヤーなど再生機器の音声 
出力端テと接続します。 

③ TUNER 端モ 

オーディオ用ピンコードを使って、チューナーを接続し 
ます。 

® MAIN IN 端モ 

本機をバワーアンプとして使用する場合、この端テにプ 
I」アンプを接続します。 

ごを意 

一-*-*-- 

音量調節機能のない、 CD プレーヤーなどは接続しないでく 
ださい。最大音量で動作し、故障する可能性があります。 

感 SUBWOOFER PREOLmS 子 

アンプ内蔵サブウーファーを接続する端子です。 

(6) PROCESSOR/PC 切換スイッチ 

PR 日 CESS 日 R/PC 端子に接続した機器によって切り 
換ブ寺す 

グラフィックイコライヴーを接続した場合は、 
「PROCESSOR」 側にしておきます。その他の場合は 
「PC」 側にしておきます。電源コードを接続する前に切 
り換えてください。 


③ R ■端子 

R ■端テ付きオンキヨー製品と接続し、連動させる端テ 
です。 PI ケーブルの接続だけでは連動しません。才一 
ディオ 用 ピンコードわ正しく接続してください。 

感 SPEAKERS ^? 

スピーカーを接続する端テです。 

感 MD 端子 

オーディオ 用 ピンコードを使って、 MD レコーダーなど 
録音機器の音青入出力端テと接続します。 

(§) TAPE / CDR 5 S ? 

オーディオ用ピンコードを使って、テープデッキや CD 
レコーダーなど録音機器の音声入出力端テと接続しま 
す。 

⑩ PROCESSOR/PC 端子 

オーディオ用ピンコードを使ってグラフィックイコライ 
ヴ ー、 PC 用オーディオプ n セッサーや録音機器などを 
接続します。 

@電源コンセント 

本機に接続する機器の電源プラグを接続します。 


接続ついては、12〜17ページをご覧くださし、。 
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本な:、リモコンボタンのち前と働を 


リモコン ( RC -614 S ) 


[ 〕内のページにボタンの主な説明びあります。 

ON ボタン。8〕-1 

本機の電源を入れます。 


スタンバイ 

STANDBY ボタン〔18〕 

本機をスタンバイ状態にします。 


数字ボタン- 

オンキヨー製 CD や MD、CDR の選曲をします。 
10/0ボタン： ] 日または日を選びます。 

>10ボタン： 2巧し:■(上の西を選びます。 
詳しくは各機器の取扱説明書をご覧ください。 


グルーブ 

GROUP ボタン 

オンキヨー製 MD のグループを選巧する 
とさに、使用します。 


CLEAR ボタン 

オンキヨー製 CD や MD、CDR で記憶 
した巧を取0消します。 


FM / AM ボタン- 

オンキヨー製チューナーを接続している 
場合、 FM または AM を選べます。 


◄◄/►►ボタン- 

オンキヨー製 CD や MD、CDR の早戻し/ 
早送りをします。機種によってチューナ 
一の場合は、周波数を選びます。 


standby] 

©r 


im 画國画! 
國國國風! 
i 國 ^ 


•オンキヨー製 CD 操作ボタン 


II 


再生を一時停止します。 
再生を停止します。 
再生を始めます。 


ポリ ユー ム 

VOLUME ▲/ ▼ボタン： 

音量を調整します。 

W / W ( PRESET ◄/ ►) ボタン： 

オンキヨー製 CD 令 MD、CDR の前後の 
曲を選べます。押すたびに前または後に 
曲番がスキップします。 

テープデッ书ま巻き戻し、早送りをします。 
ラジオの選局にを使用します。 

5ユー テイング 

MUTING ボタン： 

音量を一時的にルさくします。 


タイマー エンター 

TIME ボタン、 ENTER ボタン、 

▲ /▼ボタン 

オンキヨー製チューナーを接続してし、る場合、 
時刻令タイマー設定に使用します。 

MEMORY ボタン- 

オンキヨー製 CD 令 MD、CDR の再生する 
巧順を記憶させます。 



■オンキヨー製 MD 操作ボタン 

再生を一時停止します。 

再生を停止します。 

再生を始めます。 

I- オンキヨー製 TAPE / CDR 操作ボタン 

(ダブルカセットデッキの場合は、 

デッキ巨のみ操作することびでさます。） 
◄/II :カセットテープの裏面再生ま 
たは、 CDR の一時停止をします。 
■ :再生を停止します。 

► :再生を始めます。 


SLEEP ボタン 

オンキヨー製チューナーを接続している 
場合、ス U —プタイマーを設定します。 


インブット 

INPUTA / ▼ボタン〔1目〕 

本機で聞くソースを選びます。 

ぶ^胃ボタン 

オンキヨー製品の CD や MD、CDR® 
表示部の内容を切り換えます。 

SCROLL ボタン 

オンキヨー製 MD または CDR の文字を 
移動表示します。 


ランダム 

RANDOM ボタン- 

オンキヨー製 CD や MD、CDR 剧 L 師同に再生します。 


リピート 

REPEAT ボタン- 

オンキヨー製 CD 和 MD、CDR をくり返し再生します。 


イ]ライザ-エフェクト 

EQ EFECT ボタン- 

オンキヨー製グラフィックイコライヴーのスタ 
ンバイ/オンを切り換えます。 


- CLOCK CALL ボタン 

オンキヨー製チューナーを接続して 
いる場合、現在時刻を表示します。 

■^EQ M 胃" cfc ボタン 

オンキヨー製グラフィックイコライザー 
のエフェクトモードを切り換えます。 

プレイモード 

-P MODE ボタン 

オンキヨー製 MD または CDR の再生 
モードを選びます。 
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■ J モコンを準備する 


乾電池を入れる _ 

1. カパーを矢印のち向に持ち上げてはずず 



2. 中の極性表示にしたびって付属の乾電池2個をプ 
ラス任)とマイナス©を間違えないように入れる 



ソモコンのがし)かた 


U モコンは本体の U モコン受光部に向けて操作してくださ 
い。 


U モコ ン黃光部 



ご';ま意 

•U モコン受光部に日光やインバーター堂光灯などの強い光を 
直接当てると正しく動作しないことがあります。 

• 赤列•線を使った機器の近くで使用したり、他の U モコンを併 
用すると誤動作の原因となります。 

. 1」モコンの上に本など、ちのを置かないでください。ボタン 
が押し続けられた状態になり、電池が消耗してしまラことが 
あります。 

• オーデイオラックのドアに色付さガラスを使っていたり、装 
飾フイルムを貼っていると、 U モコンが正常に機能しなし、こ 
とがあります。 

•U モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると操作でさま 
せん。 


ご注意 

• 種類の異なる電池や、新しい電池と古い電池を混用しないで 
<ださし、。 

• 長期間1」モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐた 
めに電池を取り出しておいてください。 

.消耗した電池を入れたままにしておきますと腐食により U モ 
コンをいためることがあります。 U モコン操作の反応び悪く 
なったときは、古い電池を取り出して2本とも新しい電池と 
交換して < ださし、。 

•使用頻度にちよりますび、付属の電池の寿命は約己力月で 
す。電池の交換時には、単3形をご使用ください。 
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接続をする 



• 接続する機器の取扱説明書わ必ずお読みください。 

• 電源コードは全ての接続び終わるまでつなびないでくだ 
さい。 

オーディオ用ピンコードはむ下のよラに接続してく 
ださい。 

• 入力端テは赤いコネクターをちチャンネル （ R の表示)、 
白いコネクターを左チャンネル （ L の表示）に接続してく 
ださい。 

左(白 ） ^ ^-m nl N 左(白） 

も(ホ）、■皿 di |^ B = も(ホ） 


•コードのプラグはしっか0と 
奥まで差し込んでください。 
接続び不完全ですと、雑音や 
動作不良の原因になります。 

• オーディオ用ピンコードは電 
源コー ドや スピーカーコード 
と束ねないでください。音質 
び悪くなることびあります。 



• スピーカーコー ドや電源 コー ドを チューナーの アンテナ 


におづけると、影響を与える場合びあ0ますので、でさ 


るだけ離してください。 



INTEC 2 日日シリーズの組み合わせで RI ケーブル、オーディオ用ピンコードを接続すると、次のシステム機能を使うこと 
びでさます。 RI ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルです。 INTEC 20 日シ U - ズの CD プレーヤー 、 CD 
レコーダー、 MD レコーダー、カセットテープデッキ、チューナーと接続する場含 



才ートパワーオン 

本纖こ接続されている機器の電源を入れたり、再生を始めると、本機の電源び自動的に入ります。また、本機の電源を 
入、切すると接続されている機器全体の電源び入ったり、切れた0します。 



• 接続び正しくないと香機能は働きません。14〜17ぺージを参照しなびら才ーデイオ用ピンコード、 RI ケーブルを正し 
く接続して < ださし、。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書もあわせてご賣ください。 

•オンキヨー製 UE -20 己とは、組み合わせでさません。 

•本機の MAIN IN 機能を使用しているときは、これらのシステム機能は動作しません。 

• 一部、旧 INTEC 20 日シ U —ズ製品との組み合わせで動作しない機能びあ0ます。新旧製品の連動動作の対応/非対応に 
ついては、カスタマーセンターにお問い合わせください。 
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接続をする 


スピーカーを 接続す る 

'K _ 

才ーム 

インピーダンスび4〜1 6 n のスピーカーをご使用くださ バナ+づ；ヴの覃 A 


4 n 未満のスピーカーを接続すると、巧震回路び働く場合び 
ありまず。 


スピーカー（ち) 


スピーカー（左) 


バナナプラグタイプのスピーカーコードを接続することも 
でさます。その場合は、スピーカー端テのねじを締めてか 
らプラグを差し込んでください。 



スピーカ —つー ドの接続 


バナナプラグ 

ごを意 

.プラス©とマイナス©を間違って接続したり、左ちのス 
ピーカーを間違えて接続すると音声が不自然になりますので 
ご注意ください。 

. スピーカー端テに 複数の スピーカー コー ドは接続しないで< 
ださい。故障の原因になります。 

. 1台のスピーカーだけを使用する場合やモノラル音靑を再生 
する場合、1台のスピーカーを左ちスピーカー端テに並列接 
続しないでください。 



本機のスピーカー端テのプラス©とスピーカーのプラス© 
端テ、本磯のスピーカー端テのマイナス © とスピーカーの 
マイナス©端子を接続します。 

® スピーカーコードの ②しん線の巧端を 
被覆を1已 mm カツトずる しっかりとよじる 



感ねじを 0しん線を差し込む ⑥ねじを 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピーカー 
コードのしん線のプラスとマイナスを 
絶対に接触させないでください。 



サブウーファーを接続ずる 


パワーアンプ内蔵のサブウーファーを 
SUBWOOFER PREOUT 端テに接続します。 



再生される低音の質や量は、置さ場所や部屋の形状、視聴位置 
によって変わります。一般的に部屋の隅、または1/3の場所に 
置いたとさに良い結果げ得6れますが、色々な場所に置いて質 
の良い低音が入った音楽を巧をし、もっともしっかりした低音 
が再生でさる場所に設置してください。 











接続をする 


INTEC20 己シ U — ズの C-70 己 FX 、 T-40SFX 、 MD-105FX と按攝する 


MD-105FX 


III — 

T-405FX 


ANALOG 
IN Rim 
(REC)(PLAY) 




DWj^AL compact disc playei 


C-705FX 


IIS コンでン til 
I a イッチ!巧 K 11 
I IDOWJTT E 


国 

画 


L §- 爵？.醒 


A-905FX 


*0。©— 」 



同 

電源つンセント 
AC 100 V 已0/目 OHz 


RI ケーブルの接続 

•本機には RI ケーブルは付属していません。 INTEC 20 己 
シリ ー ズの各機器に付属している R I ケーブルをご使用 
<ださい。 

• RI 端テは RI 端子付きオンキヨー製品と組み含わせてご 
使用 < ださい。 

• RI 端テび2つ！;(上ある場を、それぞれの端テの働きは同 
じです。どち5にでちつなげます。 

• RI 端子の接続だけではシステムとして働きません。 
オーディオ用ピンコードわ正しく接続してください。 


(縦置の例） 

T -405 FX 

A -905 FX (横置の巧!!一 前か5見た場合一） 


MD -105 FX 


T -405 FX MD -105 FX 




各機器の設置のしかたについては、ち図のような方法びあり 
ます。 

各接続については、次ページか b の説明をご覧ください。 


C -705 FX 


A -905 FX 


C -705 FX 






























接続をする 



CD プレーヤーを接続ずる チュ~ナーを接続ずる 


■オンキヨー製 CD プレーヤーの場合 ■オンキヨー製チューナーの場合 

本機の CD 端テ⑥と CD プレーヤーの ANALOG OUT 端モ 本機の TUNER 端テ®とチューナーの OUT 端テ®を接続し 
® を接続します。 ます。 

■ その他の CD プレーヤーと接続ずる場合 ■ その他のチューナーと接続ずる場合 

本機の C □端テ®と C □プレーヤーのアナ□グ音青出力端モ 本機の TUNER 端テ®とチューナーのアナ□グ音声出力端 
を接続します。 テを接続します。 



MD レコーダーを接続ずる テープデッキ/ CD レコータ‘一を接続ずる 


■オンキヨー製 MD レコーダーの場合 ■オンキヨー製テープデッキの場合 

アウト アナ□ブ イン テーフ アウト イン 

本機の MD OUT 端子©と MD レコーダーの ANALOG IN 端モ 本機の TAPE/CDR OUT 端モ©とテープデッキの IN 端テ 
©を接続します。 ©を接続します。 

イン イン アウト 

本機の MD IN 端子⑥と MD レコーターの ANALOG OUT 端モ 本機の TAPE/CDR IN 端モ追)とテープデッキの OUT 端モ 
頃)を接続します。 ©を接続します。 


■その他の MD レコーダーと 接続ずる場合 

本機の MD OUT 端モ©と M □レコーダーのアナ□グ音声入 
力端モを接続します。 

本機の MD IN 端テ頃)と M □レコーダーのアナ□グ音声出力 
端子を接続しまず。 




テープデッキまたは 
CD レコーダー 


■ CD レコーダーやその他のテープデッキと接 
続する場合 

本機の TAPE/CDR OUT 端モ©とテープデッキまたは CD 
レコーダーのアナ□グ音声入力端テを接続します。 

本機の TAPE/CDR IN 端モ⑥とテープデッキまたは CD レ 
コーダーのアナ□グ音声出力端テを接続しまず。 













接続をする 


グラフイ ックイコライザーや録音機器 
を接続ずる 


本機の PROCESSOR/PC OUT 端テ®と、グラフィック 
イコライヴーまには録音機器の音声入力端テを接続しま 

す。 ィン 

本機の PROCESSOR/PC IN 端テ③と、グラフイックイコ 
ライヴーまたは録音機器の音声出力端子を接続します。 


© 1 © 

■◎。細 


ly _ ； ] PROCESSOR PC 



グラフィックイコライザー 
または録音機器 


ごを意 

この端テにグラフィックイコライヴーを接続した場合は、電源 
コードを接続する前に PR 日 CESS 日 R / PC 切換スイッチを 
「 PROCESSOR 」 側にしてくださし、その他の機器の場合は 
「 PC 」 側にしてください。その他の機器を接続していて 
「 PROCESSOR 」 側になっていると、音が出ません。 


テレビなどの再生機器を接続ずる 


本機の LINE 端子©と接続する機器のアナ n グ音声出力端子 
を接続します。 



テレビに音声出力端テがない場合は、ビデオデッキの音声出力 
端テを本機と接続すると、ビデオデッキに内蔵されたテレビ 
チューナーでテレビの音をお楽しみいただけます。 


プ U アンプを接続ずる 


プリアンプと接続すると本機をノ くワーアンプとして使用す 
ることびでさます。本機の MAIN IN 端テとプ U アンプの 
プリ出力端子を接続します。スピーカーは本機に、再生機 
器はプ U アンプに接続します。 




• 音質調節機能のない機器は接続しないでください。最大音量 
で動作し、本機やスピーカーが故障する可能をびあります。 

• 本機をパワーアンプとして使用する場合は、前面パネルの 
MAIN IN ボタンを3秒政上巧して、インジケーターを点灯さ 
せる必要があります。0^21ページ） 

• 本機をパワーアンプとして使用しているときは、政下の操作 
や機能は働さません。可能な機能は、接続したプ U アンプ側 
で操作してください。 

•音量調整、入力切り換え、ミユーティング機能、リモコン 
操作、 RI 連動動作、 TONE / D 旧 ECT 機能、録音、サブ 
ウーファーからの出力 


他機の電源プラグを本機につなぐ 


本機後面に電源コンセントびありますので、組み合わせて 
使巧する製品の電源プラグを接続することびでさます。 

本機の電源コンセントは極性の管理びされています。他機 
の電源コードや電源プラグに目印びある場合は、目印側を 
本機の電源コンセントの®側にをわせてください。他機の 
電源コードに目印びない場合は、どちらを接続してもかま 

し、ません。 

一 

ご注意 

本機には2つの電源コンセントびありますび、合計で1 00 W を 
超える機器は接続しないでください。 
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接続をする 


口,ヶー ブルを接続する ] I 電源コードを接続ずる 

_ J V. _ 


RI 端子付オンキヨー製品と組み合わせた場合、システム機 
能を使うことびできます。（本機に ケーつ '}レは付属して 
いません。 INTEC 2 日已シ U —ズの各機器に付属している 
RI ケーブルをご使巧ください。） 

• 操作は本機に付属している U モコンを使用します。本機 
のリモコン受光部に向けて操作してください。 

• 使巧できるシステム機能については、各機器の取扱説明 
書をご覧ください。 


(例） 

チューナー ( T -405 FX ) など 



電源プラグを接続ずる前に 

すべての接続び完了していることを確認してください。 
また、 PR 日 CESS 日 R / PCiS 子にグラフイックイコライ 
ヴーを接続している場合は、後面パネルにある 
PROCESSOR / PC 切換スイッチび 「 PROCESSOR 」 側 
になっていることを確認してください。その他の場をは、 
「 PC 」 側にしておきます。 

本機の電源を入れると，瞬間的に大さな電流び流れてコン 
ピューターなどの機器の動作に影響することがあ0ます。 
コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコンセント 
に接続することをおすすめします。 


家庭用電源 
コンセント 



目印 ' L 


アース 側 


目印線側 

目印線側を、家庭用電源 
コンセントの溝の広い方 
(アース側)へ差し込む。 


よりよい音で聞いていただくために 

本機の電源コンセントは極性の管理びされています。電源 
プラグの目印側を家庭用電源コンセントの溝の広い方に含 
わせて差し込んでください。家庭用電源コンセントの溝の 
広さび同じ場合はどち5を接続してもかまいません。 


• RI 端テは RI 端テ付きオンキヨー製品と組み合わせてご 
使用/ドさし） 

• RI 端テび2つ L 处上ある場合、それぞれの端子の働さは同 
じです。いずれにでちつなばます。 

• RI 端テの接続だけではシステムとして働きません。 
オーディオ用ピンコードわ正しく接続してください。 

• オンキヨー製のテープデッキと CD レコーダーの両方を接 
続する場合、システム機能び働くのは TAPE/CDR 端テ 
に接続した機器のみです。 TAPE/CDR 端テに接続して 
いない方のテープデッキまたは CD レコーダーのケー 
ブ J レは接続しないでください。 

• MD レコーダーを2台など、同じカテゴ U —のオンキヨー 
製品を複数接続する場合、システム機能び働くのは]台 
だけです。 ] 台だけ RI ケーブルを接続し、それ U * (外は 
R ■ケーブルを接続しないでください。 

•本機はアンプ製品ですので、他のアンプの RI 端テと接 
続してち連動しません。 







音楽を鑑實する 

電源を入れる 


2 



〇 POWER 



バワー 

本体の POWER スイツチを f 甲ず 

STANDBY インジケーターび点打し、ス 
タンバイ巧態となります。 


ヒン 


お買い上げ時には、本機の POWER スイッチ 

は「日 N 」 の状態になつていますので、電源 
プラグをコンセントに差し込むとスタンバイ 
状態となります。 


2 

む STANDBY/ON 



本体 

または 



リモコン 


本機の STAND 己 Y / ON ボタン、 
またはリモコンの ON ボタンを巧ず 

STAND 巨 Y インジケーターび消灯します。 

ごを意 

電気回路が安定するまで約已秒かかります。 
その間は音芦を出力しません。 

スタンバイ状態に戻ずには 
本機の STAND 日 Y / ON ボタンまたは U モコ 
ンの STAND 巨丫ボタンを巧します。 


システム全体の電源を入れるには 

U モコンの日 N ボタンをもう一度押します。 RI 接続したす 
ベてのオンキヨー機器も電源び入ります。 

一度にシステム全体の電源び入るよラにずるには 

電源び入つた状態で U モコンの日 N ボタンを]目秒た(上押し 
ます。 

スタンバイ状態になり、次か5は本体の STAND 目 Y / 日 N ボ 
タンやリモコンの日 N ボタンを一度巧すと、システム全体の 
電源び入ります。 

•元に戻すには、 U セットをします。（《^23ページ） 
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音楽を鑑實する 




( 接続した機器を再生する 

ノ' 


インブット 〇 

INPUT インジケーター 〇 



る機器を遺ぶ 


インプット 

INPUT つまみを回して、再生ず 


CD : C □端テに接続した機器 
MD : M □端テに接続した機器 
TAPE/CDR*i : TAPE / CDR 端子に接続 
した機器 

が2 : PROCESSOR / PC 端テに 
接続した機器 

TUNER : TUNER 端テに接続した機器 
LINE : LINE 端テに接続した機器 
リモコンでは、 INPUTA / ▼ボタンで選 
ベます。 

* 1オンキヨー製 CD レコーダーを接続した場 
含ま、 CD レ〕ーダーを判別するため、初 
めて選んだとさのみインジケーターげ約 
8砂間庶威します。 

* 2後面ノてネルの PROSESSOR / PC 切換ス 
イッチが 「 PROCESSOR 」 側になって 
いるとさは、選択でさません。 



3 


-時のに音量をルさくずる 



云ユーティング 

リモコンまたは本体の MUTING 
ボタンを巧ず 

ボ U ユームインジケーターび点滅します。 

解除するには 

ちラー度 MUTING ボタンを巧します。 

• リモコンで音量を変えた0、本体の 
STAND 巨丫ポタンを押した場合にも解 
除されます。 

ご'ま意 

一-*- 

メイン イン 

MAIN IN 機能を使って、本機をパワーアン 
プとして使用しているとをは、テューティン 
グ機能は働さません。 



選んだ機器の再生を始める 


ヘッドホンで聞< 


音量を調節ずる 

ボリューム 

本体の VOLUME つまみ、またはリモコン 

ボリューム 

の V 日 LUMEA / ▼ボタンで音量を調節し 
ます。 

• つまみはちに回すと音び大さくな0、 
左に回すとかさくなります。 



PHONESS 荒子にへッドホンのステレオ S ニプ 
ラグを接続する 

• 接続する時は音量を下げてください。 

• スピーカーか5の音び消えます。 

•MAIN IN 機能を使用しているときは、へッドホンで聞く 
ことはでをません。 










音楽を鑑實する 


音質を調養する 


• MAIN IN 機能を使っているとさは、音質調整の効果はありません。また、 D 旧 ECT 機能は働さません。 

•後面パネルの PR 日 CESS 日 R / PC 切換スイッチげ 「 PROCESSOR 」 側になっているときは、グラフィックイコライヴー 
の音響効果を優先するため、 本機での音質調整の効果はありません。 

バス ダイレクト 

巨 ASS つまみ D 旧 ECT ボタン 



重低音を調整ずる 


ダイレクト 

D 旧 ECT 機能を使ラ 


D 旧 ECT 機能び「オン」のときは、効果びありません。 

SUPER BASS つまみを回ず 

SUPER 巨 ASS つまみを回して調整し 
ます。 

ちに回すと重低音が強調されます。通常 
は一番左の位置に合わせておさます。 


低音を調整ずる 


D 旧 ECT 機能び「オン」のときは、効果びありません。 

BASS つまみを回ず 

巨 ASS つまみを回して調整します。 

ちに回すと低音び強調されます。通常は 
中央の位置に合わせておさます。 




□旧 ECT 機能を使って、音質調整の効果をかけずにピュア 
な音で聞くことびでをます。 


DIRECT 



D 旧 ECT ボタンを巧す 

押すたびに「オン」と r オフ」び切り換わります。 

オン： 音質調整は働さません。 

ピュアな音で聞くことびできます。 
インジケーターび点灯します。 

オフ： 音質調整の効果が働さます。 

インジケーターび消灯します。 


グラフイ ックイコライザーを使う 


高音を調整ずる 


D 旧 ECT 機能び「オン」のときは、効 
果びありません。 

TREBLE つまみを回ず 

TRE 目 LE つまみを回して調整します。 
ちに回すと高音げ強調されます。通常は 
中央の位置に合わせておさます。 


PROCESSOR / PC 端テに接続し、電源コードを接続する前 
に PROCESSOR / PC 切換スイッチを 「 PROCESSOR 」 側 
にします。 

電源を入れたときに D 旧 ECT 機能び「オン」になっている 
場合は、□旧 ECT ボタンを押して「オフ」にしてくださ 
し、。 

PC インジケーターびオレンジ色に点灯し、本機に接続した 
どの機器を再生してもイコライヴーを経由するので、グラ 
フィックイコライヴーの音響効果げ楽しめます。 

ごミち意 
一 

MAIN IN 機能を使っているとき、 DIRE 巳 T 機能が「オン」のと 
きは、グラフィックイコライヴーの効果はありません。 
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音楽を鑑實する 


メイン イン 

MAIN IN 機能を巧 5 

(本機を J (ワーアンプとしで使う) 


プリアンプを接続し、本機をパワーアンプとして使用する 
ことびでさます。 




MAIN IN ボタンを3秒む上巧し 
て、インジケーターの色を変える 

緑：プリアンプを接続した場合、本 
機をパワーアンプとして使用す 
ることびでさます。プリアンプ 
の入力端子に接続した機器の音 
声を出力します。 

消灯 ： MAIN IN 機能を使巧しません。 


電源を入れるとさは、プ U アンプの電源を先 
に入れ、次に本機の電源を入れてください。 


ご注意 

.MAIN IN 機能を使用しているとさ、本機はパワーアンプとし 

て働きます。本機の V 日 LUME つまみや INPUT つまみを回し 
ても効果はありません 。 MAIN IN 機能を解除したとき、 
INPUT つまみで選んだ機器の音び出ますので、物こ VOLUME 
つまみの位置にごミ主意ください。 

.MAIN IN 機能を使用しているとさ、本磯はパワーアンプとし 
て働さますので、政下の操作や機能は働さません。可能な機 
能は、接続したプ U アンプ側で操作してください。 

•音量調整、入力切り換え、ミューティング機能、リモコン 

操作、 RI 連動動作 、 D 旧 ECT 機能、録音、サブウー 
ファーか 6 の出力 

.MAIN IN 端テに音量調節機能のない、 CD プレーヤーなどを 
接続して 、 MAIN IN 機能を使わないでください。最大音量で 
動作し、本機やスピーカーび故障する可能性びあります。 



し注る 


•音質調整効果は録音されません。また、グラフィックイコラ 
イヴーの効果も録音されません。 

.MAIN IN 機能を使用しているときは、録音でさません。 


7 

镑 

録音ずる機器（再生側）を選ぶ 

INPUT つまみを回して、録音する機器 
(再生側)を選びます。 

2 

録音ずる機器（録音側）の準備を 
ずる 

録音する機器を録音待機状態にします。 
•録音レベルの調整は、録音機器で行つ 
て < ださい。 

•録音のしかたについては、録音機器の 
取扱説明書をご覧<ださい。 

3 

録音を始める 


手順？で選んだ再生機器を再生します。 


ごな意 


録音中に入力を切り換えないでください。 
切り換えた入力の音が録音されます。 






困つたとをは 


まず下記の内容を確認してみてください。接続した他機に原因がある場合もありまずので、他機の取扱説明書も参照しな 
が5あわせてご確認ください。 

電源 

電源が入5ない _ 

• 電源プラグびコンセントか5抜けていないか確認してくださし、。 

•一度電源プラグをコンセントから巧き、1日秒！; LL 待ってから再度コンセントに差し込んでください。 

•颗]期設定では、本体の STANDBY / 日 N ボタンを巧してもシステム全体の電源は入0ません。 

U モコンの日 N ボタンをもう一度巧すか、18ページで設定してくださし、。 

_電源が切れ、 5 下 ANDB 丫インジケーターがホ色に点;域している_ 

• 保護回路び働いている可能性びあ0ます。電源コードをコンセントか5抜き、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓口 
にご連絡ください。 

曰 ド 

音声が出力されなし、 _ 

•接続コードのプラグは奧まで差し込んで < ださし、。 

• 接続した機器の入力端子/出力端テに間違いびないか確認してください。 

• スピーカーコードの+/—は正しく接続されているか、スピーカーコードのしん線部び本機のスピーカー端子の金属部 
に確実に固定されているか確認してください。 C 1 3ページ〕 

•入力が正しく選択されているか確認してください 。 US ページ） 

• MUTING 機能び働いているとさは、解除してください 。 U 日ページ） 

•レコードプレーヤーの場合、フオノイコライヴーび内蔵か、お確かめください。 MC 力ートリッジタイプのレコードプ 
レーヤーをお使いの場を、昇圧トランスまたはへッドアンプび必要です。 

• ケーブルび折れ®びったり、損傷していないか確認してください。 

• PR 日 CESS 日 R / PC 端子に何も接続されていないときは、切換スイッチを 「 PC 」 側にしてください 。 C 日べージ〕 
•本機をパワーアンプとして使用しているとさ （MAIN IN インジケーターび点灯レてい易とさ）は、プ U アンプに接続 

した機器の音声び出力されます。本機に接続した機器の音声を出力するには 、 MAIN IN 機能を日 FF にしてください。 

C 21 ぺ—ジ〕 

ノイズび出る 


• オーディオ用ピンコードと電源コードなどを束ねると音質び劣化しますので避けてください。 

• 接続コードび他機器の影響を受けている可能性びあります。接続コードの位置を変えてみてください。 

音質調碧の効果がない _ 

• D 旧 ECT インジケーターげ点灯しているときはダイレクトモードとなり、音質調整の効果は出ません。わう一度ボタン 
を押して解除してください。〔20ページ〕 

•後面パネルの PR 日 CESS 日 R / PC 切換スイッチげ PR 日 CESS 日 R 側になっていると、本機の音質調整は働きません。 

C 20 ぺージ〕 

リモコン 

リモコン操作びできない_ 

•電池の極性（十/-)び正しく入っているか確認してください。 [11 ベージ〕 

• U モコンと本体の間び離れすぎていないか J 」 モコンと本体のリモコン受光部の間に障害物びないかを確認してくださしん 

C 1 1ぺージ ） 

•本体のリモ]ン受光部に強い光(インパーター堂光灯や直射日光)び当たっていると、リモ]ン操作びできない場合びあ 
0ます。 Cl 1ページ〕 

•オーディオラックのドアに色付さガラスび使用されていると、正常に機能しない場合びあります。 C 1 1ページ） 
•MAIN IN 機能び働いているとさは、リモコン操作はできません。 [21 ページ） 

録音 

録音ができない 

• MAIN IN 端テに接続した機器は録音でをません。また 、 MAIN IN 機能び働いているときは録音できません。 

•本機にオンキヨー製 CD プレーヤーと DVD プレーヤーの両方を接続している場合、 CD ダビングに使わない機器は電源 
をスタンバイ状態にしてください。 

その他 

他機の操作ができない 

•オンキヨー製品とケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• RI ケーブルを接続している場を、オーディオ用ピンコードも接続してください。 （ RI ケーブルの接続だけでは連動 
しません。） 

•MAIN IN 機能び働いているときは、 RI 連動動作はしません。〔21ぺージ〕 

音量調碧がでさない 

• MAIN IN 機能び働いているとをは音量調整はできません。接続したプリアンプ側で操作してください。 

S ユーティング機能か‘働かない 

•MAIN IN 機能び働いているとをは S ユーティング機能は働さません。接続したプ U アンプ側で操作してください。 
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S N 比 

スピーカー適応 イン ピー ダンス 
音声入力（アナ□グ) 


音声出力（アナ□グ) 

サブウーファープリ 
スピーカー 
へツ ドホン 


1日 Hz 〜色 OkHz /+ 1服 一3 服 
±8 d 巨、 lOOHz ( BASS ) 

±8 d 巨、 lOkHz ( TREBLE ) 

十 lOd 巨、 80 Hz (SUPER BASS ) 
]日0服 ( CD 、 IHF - A ) 

40 〜 ] 60 

CD 、 LINE 、 TUNER、MAIN IN 、 
MD 、 TAPE / CDR 、 
PROCESSOR/PC 
MD 、 TAPE / CDR 、 
PROCESSOR/PC 
1 

1( L / R ) 


仕様およびが観は、性能向上のため予告なく変更することがあります。 


夫巧最大出力 
全高調波重率 
ダンピングファクター 
入力感度/インピーダンス 
出力電圧/インピ-ダンス 


ACIOOV 、 已日/目 OHz 
9已 W 
0.1 W 

205(1) x 91 搞さ) X 299 燥衍 mm 
4 kg 

60 W +60 W 

(40 ] kHz 、 全高調波歪率0.己％ 
2 ch 駆動時） 

40 W +40 W 

(80 ] kHz 、 全高調波歪率日.己％ 
2 ch 駆動時） 

SOW 十 SOW (40 JEITA ) 

0.08% ( IkHz 、] W 出力時） 

3已（フ n ント、 80) 

200 mV / 己 OkO ( LINE ) 

2日日 mV /2.2 kO(REC OUT ) 


修理について 



■保註書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、大切に 
保管して < ださい。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作ミスび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいただを、お調べく 
ださい。本機政外の原因も考えられます。ご使用の他の 
オーディオ製品ちあわせてお調べください。それでちなお 
異常のあるとさは、電源プラグを抜いて修理を依頼してく 
ださい。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓口のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓口までお知らせく 
ださい。 

^おる前 
^お電話番号 


ご住所 
製品ち 


でさるだけ詳しい故障が況 


■オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口•修理窓□のご案 
内」をご賣ください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売ちまたはおおくのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談<ださし、詳細は保証書をご賣くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理窓口へご相 
談ください。修理によって機能び維持できる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り媛最低8年間保有し 
ています。この期間は経済産業省の指導によるものです。 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。保有期間経過撥でわ、故障箇所によっては修理巧 
能の場合びありますのでお買い上げ店、またはお近<の才 
ンキヨー修理窓口へご相談ください。 


A -90 已 FX 


まな仕様 


性ル量 

- 

特□化 
卜 

数ン変 

□ 

波ン大 

- 

周卜最 


圧力力法量力 

a 目寸 

1 1 np 

9 が \ UU 

， 

日け 

費夕巧 
源*機大ぉ 

電消待最質定 
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